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［成果の内容］ 

茶栽培の盛んな洪積台地と沖積水田群の境界に位置する地点 P4（図１）の深さ 2.5~2.8 m
付近の砂質の洪積帯水層中では、茶園の施肥に由来する硝酸イオン（NO3–）を高濃度で含

む被圧地下水（静水圧より圧力が高い）が流れています（図２と３a）。この被圧地下水は

鉛直上向きへも流れ、沖積帯水層中へ流入します（図２）。地下水の水素及び酸素の安定同

位体比（δD-H2O 及びδ18O-H2O）の鉛直分布（図２b と２c）から、深さ 2 m の地下水は、

深さ 2.5 m の被圧地下水と深さ 1.5 m の不圧地下水（圧力が静水圧にほぼ等しい）が約 2:1
で混合したものとみなすことができます。 

深さ 2 m 付近における NO3–除去（図３a）速度は、NO3–濃度分布と地下水流速から、物

質収支に基づき 32.6 mg N m–2 d–1（119 kg N ha–1 yr–1）と推定しました。一般に、脱窒過程

では動的同位体分別効果により NO3–の窒素安定同位体比（δ15N-NO3
–）の値が上昇します

が、この深さでも同様の結果が得られました（図３b）。また、この深さの重炭酸イオン濃

度上昇（図３c）は、従属栄養型脱窒反応の二酸化炭素生成に由来する（図３の式）と考え

ることにより、見かけ上、ほぼ定量的に説明することが出来ました。 
以上の結果より、茶栽培の盛んな洪積台地に隣接した沖積水田下の浅層地下水を対象と

して、水田下の浅層地下水中における脱窒が農業集水域からの硝酸性窒素除去に大きく寄

与していることが初めて定量的に示されました。 
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台地に隣接した水田下の浅層地下水中における脱窒の定量化

［要約］ 
茶栽培の盛んな洪積台地に隣接した水田下の浅層地下水中では、脱窒活性が局所的に高

い場所が存在し、その脱窒速度は 32.6 mg N m–2 d–1 と大きいことが明らかになりまし

た。これより、水田下の浅層地下水中における脱窒が農業集水域からの硝酸性窒素除去

に大きく寄与していることが初めて定量的に示されました。 

［背景と目的］ 

農業集水域からの硝酸性窒素除去に対して、水田土壌の表層または田面水中における脱

窒が役立つことは、多くの研究により明らかにされています。一方、水田下の浅層地下

水中における脱窒については、定性的な知見は得られているものの、脱窒反応が水質浄

化にどれだけ寄与しているかを判断するための定量的な知見は得られていません。本研

究では、愛知県内の茶栽培の盛んな洪積台地に隣接した水田群を対象として、浅層地下

水中における脱窒反応を定量的に評価しました。 
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図 1 茶栽培の盛んな台地に隣

接した水田群 

水田群（水色部分）内に設置し

たピエゾメータにより、深さ別

の地下水の圧力水頭と水質を

測定しました。これまでの研究

により、地点 P4 付近において、

台地由来の地下水中の硝酸イ

オン濃度が大きく低下するこ

とが分かっています。 

図 2 地点 P4 に

おける鉛直方向

の地下水混合

台地由来の被圧

地下水は鉛直上

向きへも流れ、沖

積帯水層の不圧

地下水と混合し

ます。深さ別の透

水係数と圧力水

頭から、流速が推

定できます。

図 3 洪積層と沖積層の境界付近（地点 P4 の深さ 2 m）における脱窒の定量的評価

有機物含量が高く、土壌培養による脱窒活性が高い洪積層と沖積層の境界付近におけ

る硝酸イオン除去速度は、物質収支より 32.6 mg N m–2 d–1 と推定されました。また、

その反応は、見かけ上、従属栄養型の脱窒反応式によりほぼ説明できました。 




